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1. 事業概要
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• 当社は地球低軌道における日本の強みを活かした新たな経済圏構築への貢献をミッションに、ISSきぼう後継機となる日本モジュールの保
有・運用事業、日本モジュールおよび接続先の米国商業宇宙ステーション（CLD）を活用した宇宙環境利用サービス販売事業、商用物資
補給船(HTV-XC : HTV-X for Commercial)を活用した物資補給サービス販売事業の実現に向けて技術・事業開発に尽力している。

• 拠点システム・宇宙環境利用・物資補給・宇宙飛行士活動で構成される日本の地球低軌道活動のグランドデザインを官民で描き、
日本の民間企業のプレゼンスが最大化される地球低軌道における経済圏構築に貢献する。

• 当社は米国商業宇宙ステーション事業者（CLD企業）に対して中立的な立ち位置を取り、日米連携を推進する。

宇宙飛行士による
公的・商業利用支援

③物資補給 ④宇宙飛行士活動

規模感と自在性が担保された
宇宙環境利用リソース提供

②公的・商業利用

①日本モジュールの運営

新たな利用増加による
物資補給需要の増加

拠点インフラ構築・運用、
物資補給リソース確保等に貢献

職業宇宙飛行士による
日本モジュール接続先での訓練

ポストISSにおける地球低軌道の事業群本日のテーマ
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2. HTV-XC開発概要
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種子島
宇宙センター

JAXA つくば

HTV-XC地上局

技術開発項目2 :
単独飛行中の商用データ通信衛星対応の
通信・データ処理設計

HTV-XC

CLD地上局

技術開発項目３：
近傍通信対応の通信・データ処理設計

技術開発項目1: ランデブ設計
技術開発項目5: 自動ドッキング化

CLD

技術開発項目４：
地上局改修および運用体制の立案

• 当社は25年4月に宇宙戦略基金事業「国際競争力と自立・自在性を有する物資補給システムに係る技術」の実施事業者として交付決定
を受け、HTV-XCの開発を開始した。

• 宇宙戦略基金事業の範囲は、各種インタフェースが異なりうる何れのCLDに対してもサービス提供可能な汎用性を備えたHTV-XCの詳細
設計およびその検証。開発スケジュールは25年12月:SDR、27年3月頃:PDR、28年6月:CDR。
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3-1. 物資補給サービス販売の実現に向けた取組み

• HTV-XCの主な価値はCLDへの物資補給であり、ポストISSにおける当社の顧客はCLD企業。

• CLD企業は、CLD運用のロバスト性向上の観点から、複数の補給手段の確保のためHTV-XCの調達を検討している。当社は営業活動の
中で、CLD運営に物資補給が必須でありながら、運営に占めるコスト割合が大きい点がCLD企業間の共通課題であることを確認。また、
CLD運営リスク低減の観点で、物資補給サービスの軌道上実証済み要望を受けている。

• これに対し、当社は①価格競争力の向上、②信頼性の向上、③日本モジュールを軸とした商業利用開拓活動とのシナジー追及、を販売
戦略として、CLD企業からの受注に向けて尽力している。

P4

• まとめ生産による調達・製造コストの低減

• 物資補給以外の売上ソースの確保

(例:曝露環境を活用した技術実証サービス提供)

• 既存資産・サプライチェーンの活用

価格競争力の向上

• HTV-X技術の活用

• 軌道上実証済み技術の採用（運用体制を含む）

信頼性の向上

• 日本・アジア圏の物資補給需要の獲得

• 日本からの打上機会の確保を通じた日

本・アジア顧客に対する利便性の確保

商業利用開拓活動とのシナジー追求

物資補給サービスの販売戦略
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• NASA公表資料（下段参照）および当社独自調査の結果、NASAは、ポストISS初期において、民間企業から一定機数の物資補給
サービスを調達の上、CLD企業への補給枠の提供を計画している。期間・機数・契約形態等は未確定。CLD企業の前払金支払に係る
資金負担軽減、民間企業の物資補給体制の維持、技術リスクの低減が計画の背景。

• 国際パートナーが提供する補給機も対象となる可能性が示唆されているため、CLD企業に対する営業活動と並行して、日本政府/JAXA
と連携しながら、ポストISS初期におけるNASAに対する補給機会提供について、検討を進めたい。

• 本検討においては、利用リソース調達（含む日本モジュール接続権、等）とのバーター取引の実現を追求したく、日本政府/JAXAと相
談させていただきたい。

3-2. 最新の米国動向を踏まえたNASA向けサービス販売機会の追求
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（引用）CLDC Industry Update May 2025 Charts P.94/P.95
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